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あ
ふ
れ
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
膣

ぴ
申
し
上
げ
ま
す

昨
年
の
秋
は
、
台
風
四
号
、
創
号
と
近

年
に
な
い
大
き
な
台
風
が
立
て
続
け
に
Ｈ

本
に
襲
来
し
、
全
国
的
に
大
き
な
災
霄
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

我
が
街
郡
山
市
に
お
い
て
も
、
阿
武
隈

川
や
そ
の
支
流
域
に
お
い
て
床
上
浸
水
な

ど
挫
大
な
被
害
が
多
数
発
生
し
、
確
定
し

て
い
る
だ
け
で
も
、
会
員
、
床
上
浸
水
鎚

件
、
床
下
浸
水
８
件
、
器
物
や
車
輌
撒
壌

８
件
、
ま
た
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
方
が
８
人
余
り
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
現
在
取
引
の
あ
る
発
注
満
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
休
業
や
仰
建
巾
の

事
業
所
が
７
社
群
あ
り
、
多
く
の
会
員
や

市
民
の
方
々
が
被
害
に
遡
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
郡
山
巾
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
災

害
避
難
所
と
し
て
開
設
さ
れ
、
多
く
の
避

難
譜
が
現
在
も
身
を
帯
せ
て
お
り
ま
す
。

災
害
に
遡
わ
れ
ま
し
た
皆
さ
ま
に
は
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
ｋ
げ
、
一
Ｈ
も
早
い
復

旧
を
お
祈
り
す
る
ば
か
り
で
す
。

こ
の
よ
う
な
別
年
に
一
度
と
冑
わ
れ
る

新
年
の
ご
あ
い
ざ
つ

理

事

長

木

村

忠

雄

新

年

明

け

ま

し

て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

拷

様

に

は

、

お

健
や
か
で
希
離
に

よ
う
な
災
害
が
毎
年
の
よ
う
に
起
こ
る
。

こ
れ
も
近
年
の
世
界
的
な
異
常
気
象
と
の

関
連
性
を
否
定
で
き
な
い
と
言
わ
れ
て
お

り
、
皆
さ
ま
に
は
今
後
に
お
い
て
万
全
の

備
え
と
警
戒
を
怠
ら
な
い
よ
う
、
特
に
お

願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
日
本
国
内
に
お
け
る
労
働
喋
境

は
目
党
し
く
変
わ
り
、
政
府
が
掲
げ
る
働

き
方
改
革
な
ど
に
よ
り
長
時
間
労
働
の
解

消
や
正
規
と
非
正
規
雇
用
の
不
合
理
な
処

遇
差
の
解
消
、
高
齢
者
の
就
労
促
進
な
ど

目
白
押
し
で
あ
り
ま
す
。

特
に
今
年
４
月
か
ら
は
同
一
労
働
同
一

賃
金
の
導
入
な
ど
、
労
働
を
取
り
巻
く
喋

境
は
大
き
な
う
ね
り
を
見
せ
て
お
り
、
今

後
の
大
き
な
課
狸
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
こ
れ
ら
の
こ
と
に

適
切
迅
速
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

セ
ン
タ
ー
は
こ
の
よ
う
な
中
、
会
員
の

皆
さ
ま
や
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
受
託

事
業
の
開
拓
と
、
一
般
市
民
や
企
業
等
へ

の
周
知
に
努
め
て
き
た
結
果
、
昨
年
度
も

創
立
以
来
蚊
大
と
な
る
会
員
数
二
千
宝
五

十
一
籍
、
受
託
事
業
、
派
進
事
業
合
わ
せ

た
契
約
金
額
は
九
億
円
を
超
え
て
東
北
地

方
で
は
２
番
Ⅱ
の
事
業
実
絞
を
稚
み
上
げ

る
こ
と
が
川
来
ま
し
た
。

今
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
受
託
班

業
・
派
避
事
業
に
お
き
ま
し
て
も
事
業
並

は
昨
年
同
様
の
推
移
を
兄
せ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
も
偏
に
会
員
皆
様
方
の
ご
努
力

は
勿
論
の
邸
、
関
係
機
関
や
役
職
員
全
休

の
努
力
の
結
実
の
賜
で
あ
り
、
皆
様
方
の

働
き
方
が
、
市
民
の
方
々
の
信
噸
と
評
価

を
得
た
結
果
で
あ
る
こ
と
に
、
深
く
感
謝

と
御
礼
を
巾
し
上
げ
、
昨
年
度
事
業
昂
を

さ
ら
に
更
新
す
る
目
標
を
掲
げ
て
、
現
在

鋭
意
努
力
し
て
お
る
所
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
う
し
て
、
シ
ル
バ
ー
事
業
の
究
極
の

目
的
の
一
つ
で
あ
る
、
市
民
に
愛
さ
れ
支

持
さ
れ
る
シ
ル
バ
ー
の
実
現
を
Ｈ
指
し
、

こ
の
事
業
を
広
く
市
民
に
周
知
し
発
展
さ

せ
る
た
め
、
今
後
も
会
員
数
の
増
大
と
職

種
的
な
珊
業
展
開
を
図
り
、
班
か
な
商
齢

者
社
会
を
榊
築
し
て
い
け
る
よ
う
、
よ
り

魅
力
の
あ
る
セ
ン
タ
ー
事
業
を
発
信
し
て

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
、
郡
山
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
が
誕
生
し
て
か
ら
蛆
年
、
節

目
の
記
念
の
年
で
あ
り
、
秋
に
は
創
立
仙

周
年
記
念
の
式
典
と
お
祝
い
を
挙
行
す
る

予
定
で
有
り
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
と
も
こ
の
喜
び
を
と
も

に
分
か
ち
合
え
る
よ
う
セ
ン
タ
ー
を
上
げ

て
念
入
り
に
計
画
し
、
遂
行
し
て
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

本
年
も
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
各
位
の

豊
か
な
経
験
と
能
力
を
存
分
に
発
繩
し
、

会
員
役
職
員
一
脚
セ
ン
タ
ー
を
挙
げ
て
一

締
に
歩
ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
。

年
頭
に
当
た
り
、
皆
様
方
並
び
に
関
係

各
位
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
朧
と
ご
健
勝
を

心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

様
に
は
、
健
や
か
で
希
望
に
洲
ち
溢
れ
た

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
毒
ぴ
叩
し
上

げ
ま
す
。

世
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
多

様
な
就
業
機
会
の
提
供
を
通
し
て
、
会
員

の
皆
様
の
健
康
と
生
き
が
い
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
地
域
社
会
の
発
展
に
御
貢
献

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
深
く
感

謝
叩
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
現
在
、
本
市
に
お
き
ま
し
て

は
、
「
地
球
上
の
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

持
続
可
能
な
発
展
」
を
Ⅱ
指
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ

Ｓ
の
理
念
の
も
と
各
諏
施
策
を
推
進
し
て

お
り
、
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
未
来
都
市
」
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
に

あ
っ
て
も
活
力
あ
る
地
域
経
済
を
維
持

し
、
安
全
・
安
心
に
拝
ら
し
続
け
る
た

め
、
「
こ
お
り
や
ま
広
域
間
」
脇
市
町
村

の
述
排
に
よ
り
「
広
め
合
う
、
商
め
合

う
、
助
け
合
う
」
地
域
社
会
の
形
成
と
、

「
全
仙
代
健
康
都
巾
圏
」
創
造
の
取
り
組

み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

人
ｎ
術
造
変
化
が
急
速
に
進
行
す
る

新
年
の
ご
あ
い
ざ
り

郡
lll

TIj
長

新

年

あ

け

ま

し

て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
会
興

の
皆
様
を
は
じ

め
、
御
家
族
の
拷

品
川

萬
里
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佳

き

新

春

を

お

迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
叩
し
上
げ
ま
す
。

郡
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
「
自
主
・
自
立
、
共

働
・
共
助
」
の
基
本
理
念
の
も
と
、
明
る

く
健
や
か
な
地
域
づ
く
り
に
多
大
な
る
御

郡
山
市
議
会
議
長
七
海
喜
久
雄

中
、
高
齢
者
の
皆
様
に
は
「
生
涯
現
役
」

と
し
て
、
多
様
な
形
で
社
会
に
参
加
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
椚
力
あ
る

高
齢
社
会
を
支
え
る
地
域
の
中
核
的
組
織

と
し
て
、
貴
セ
ン
タ

の
役
割
は
今
後
一

層
重
要
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
培
っ
た
豊
富
な
経
験
と
幅
広
い

知
識
を
も
と
に
、
健
康
で
働
く
意
欲
と
能

力
を
持
っ
た
地
域
社
会
の
担
い
手
と
し

て
、
な
お
一
層
御
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を

御
期
待
巾
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
郡
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
今
後
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
会
此

の
拷
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
素
晴

ら
し
い
一
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

御
祈
念
叩
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

○
●
心
①
①
●
■
。
■
由
●
■
ｅ
●
●
■
由
■
由
●
●
申
。
■
●
申
■
①
申
■
由
●
■
●
。
◆
。
●
●
。
●
●
今
■
●
。
●
●
●
今
●
●

新
年
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に

は
、
お
健
や
か
に

尽
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
を
叩
し
上
げ

ま
す
。
さ
て
、
昨
年
は
、
天
皇
陛
下
が
叩
位
さ

れ
、
平
成
か
ら
令
和
へ
時
代
が
移
り
、
明

る
い
話
題
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
岨
月
に
発
生
し
た
台
風
第
旧
号

は
、
本
市
を
は
じ
め
東
川
本
を
中
心
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
多
く
の
市
民
の

皆
様
が
被
災
し
、
災
害
前
の
生
活
に
戻
る

に
は
今
し
ば
ら
く
時
間
を
要
す
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
貴
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
は
、
被
災
さ
れ
た
世
帯
へ
の
派
遣
事

業
な
ど
を
通
し
、
復
川
・
復
與
に
も
御
尽

力
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
巾

乢
の
皆
様
が
、
安
全
で
安
心
し
て
生
柄
す

る
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
椛
進
の

た
め
、
貴
人
材
セ
ン
タ
ー
の
果
た
さ
れ
る

役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。

受
託
・
派
遣
事
業
状
況
（
前
年
度
対
比

表
）
今
後
と
も
、
本
市
の
復
旧
・
復
興
並

び
に
シ
ル
バ
ー
世
代
の
皆
様
の
健
康
増
進

や
生
き
が
い
の
持
て
る
地
域
社
会
づ
く
り

に
向
け
、
よ
り
一
層
の
御
支
援
、
御
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
結
び
に
、
貴
人
材
セ
ン
タ
ー
の
今
後
ま

す
ま
す
の
御
発
展
と
、
会
興
の
皆
様
の
さ

ら
な
る
御
健
勝
と
御
活
耀
、
そ
し
て
、
今

年
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
実
り
多
き

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
御
祈
念
巾

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
っ
と

い
た
し
ま
す

受託・派遣事業状況（前年度対比表）

受託件数

会員数項目 実人員 延人員 契約金額 就業率
総件数 新規件数

》
唾 18年度 19年度 18年度 19年度 18年度 19年度 18年度 18年度 '9年度19年度 18年度 19年度 増減額 進展率 '8年度 '9年度

4月 2,108 2,223 769 749 769 749 1,206 1 ,193 15,043 14,253 69,789,337 67,945,442 △1,843,895 97.4％ 57.2％ 53.7％

5月 △2,245,9892,143 2，172 1 ,064 '6,9251 ，11 1 7つフ
ノニ ノ
7E1
ノリI 1 ,295 1 ,270 16，271 81,277,001 79,031,012 97.2％ 60.4％ 58.5％

6月 △2,897,5382,184 2,200 1,263 | ,223 899 850
1局可〆

｜F之／0 | ,246 17,499 84,428,879 81,531 ,34116，345 96.6％ 58.4％ 56.6％

7月 2,200 2,231 1,294 | ,290 934 906 | ,281 1 ,291 17,848 87,007,621 89,897,55817，555 2,889,937 103.3％ 58.2％

57.9％

57.9％

57.3％8月 2,217 フフ4コーダー~ロ－
1‘180 725

754

浬

叩

1,283

1,275

16,5821,085 1,285 16,307 79,531,042 81,078,758 1,547,716 '01 .9％

9月 2,239 2,251 I ‘109 1 ,298 ４

０

８

１

１

７

６

７

１

１

1 ,262 16,627 79,141 ,1 12 83,003,078 3,861,966 104.9％ 56.9％ 56.1％

10月 2,232 2,266 1 ,342 1 ,299 1 ,002 903 1 ,289 1,359 16,320 85,879,538 80,668,039 △5，211，499 93.9％ 57.8％ 60.0％

1 1月 2,259 0 1，117 加

効

0 1 ,258

1 ,235

0 16,620 0 81,225,565 0.0％0 55.7％' 1

12月 14,7482，274 0 704 0 0 0 0 69,709,273 0 0.0％ 54.3％

1月 12,2722,300 460 142 1 ,0ﾖ90 0 0 0 0 57,875,088 0 0.0％ 45.2％

2月 1,033 12，210フミ17
←ダゴI' 0 501 0 182 00 0 57,821 ,730 0.0％ 44.6％0

3月 2,351 0 ヨ14 1 ‘132
1句マ1〆

｜コノ／’0 0644 0 0 70,254,595 0 0.0％ 48.1％0

年度末合計 △3,899,3()27,926 8,150 5‘810 5,861 1 ,576 1 ,644 ' 17，791 1 13,678 567,054,530 563,155,228 99.3％ 70.6％ 72.6％

言ホ扉5,861 1,704 郷‘‘… @z3% 725%年度末合計 11，352 | ,644 187,3578,150 7，598 1 13，678 903,940,781 563,155,228 72.6％
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◎
２
０
１
９
年
度
８
月
定
例
理
事
会

（

２

０

１

９

年

８

月

四

Ⅲ

開

催

）

〔
決
議
事
項
］

仙
正
会
員
入
会
希
望
背
入
会
承
認

入
会
希
望
者
１
７
名
が
承
認
さ
れ
た
。

⑧
普
及
啓
発
促
進
月
間
の
取
組
み

Ⅲ
月
の
普
及
啓
発
促
進
月
間
の
取
組
み

に
つ
い
て
審
議
後
了
承
さ
れ
た
。

［
報
告
事
項
一

・
事
業
実
施
状
況
報
告
（
７
月
）

７
月
の
事
業
実
施
状
況
が
報
告
さ
れ

た

。

・
要
請
活
動
に
つ
い
て

８
月
の
市
長
、
市
議
会
議
長
に
対
す

る
要
請
活
動
に
つ
い
て
報
告
さ
れ

た

。

◎
２
０
１
９
年
度
９
月
定
例
理
事
会

（

２

０

１

９

年

９

Ⅱ

田

Ⅲ

開

催

）

【
決
議
事
項
一

川
旺
会
典
入
会
希
望
背
入
会
承
認

入
会
希
望
粁
訓
名
が
承
認
さ
れ
た
。

⑧
兄
枝
り
配
分
金
基
準
恥
価
表
の
改
定

蚊
低
賃
金
の
改
正
、
消
費
税
の
改
定
を

控
え
皿
月
か
ら
の
見
積
基
準
額
が
審
議

後

改

定

さ

れ

た

。

［
報
告
事
項
一

山
事
業
実
施
状
況
報
告
（
８
月
）

８
月
の
事
業
実
施
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

理

◎
２
０
１
９
年
度
Ⅲ
月
定
例
理
事
会

（

２

０

１

９

年

皿

月

Ⅳ

Ｈ

開

催

）

、

【
決
議
事
項
］

・
正
会
貝
入
会
希
望
者
入
会
承
認

入
会
希
望
者
躯
名
が
承
認
さ
れ
た
。

【
報
告
事
項
］

・
事
業
実
施
状
況
報
告
（
９
月
）

９
月
の
事
業
実
施
状
況
が
報
告
さ
れ

た

。

・
シ
ル
バ
ー
の
日
の
蒋
及
啓
発
活
動
結

果

報

告

シ
ル
バ
ー
の
Ⅱ
の
柄
動
結
果
に
つ
い

て

報

佇

さ

れ

た

。

・
台
風
四
号
に
よ
る
被
秤
の
状
況
報
併

会
典
・
発
注
村
、
又
県
内
シ
ル
バ
ー

の
被
祥
状
況
に
つ
い
て
報
行
さ
れ
た
。

〔
協
議
事
項
一

・
街
頭
涌
動
に
つ
い
て

事
業
拡
大
、
会
員
琳
強
を
Ⅱ
的
に
し

た
街
頭
活
動
に
つ
い
て
協
議
し
て
決

定

し

た

。

［
協
議
事
項
一

山
地
域
班
会
議
の
開
樅
に
つ
い
て

地
域
班
・
方
部
班
の
会
議
開
樅
椛
進
に

つ
い
て
協
議
勧
佇
さ
れ
た
。

⑧
事
業
普
及
啓
発
川
間
の
析
動
に
つ
い
て

皿
川
の
杵
及
啓
発
促
進
Ⅱ
間
の
取
組
み

に
つ
い
て
、
再
度
詳
細
が
協
議
さ
れ

た

。

◎
２
０
１
９
年
度
Ⅲ
月
定
例
理
事
会

（

２

０

１

９

年

Ⅱ

川

晦

Ⅱ

開

催

）

【
決
議
事
項
｝

仙
正
会
此
入
会
希
望
者
入
会
承
認

入
会
希
望
者
豹
名
が
承
認
さ
れ
た
。

［
報
告
事
項
一

山
事
業
実
施
状
況
報
告
（
ｎ
月
）

皿
月
の
事
業
実
施
状
況
が
報
告
さ
れ

た

。

②
シ
ル
バ
ー
の
日
の
普
及
啓
発
活
動
結
果

シ
ル
バ
ー
普
及
啓
発
活
動
最
終
結
果
が

報

告

さ

れ

た

。

⑧
事
業
普
及
啓
発
街
頭
活
動
の
件

事
業
普
及
啓
発
街
頭
活
動
の
結
果
が
報

告
さ
れ
た
。

叫
事
業
所
訪
問
報
告

事
業
普
及
啓
発
活
動
の
事
業
所
訪
問
に

つ
い
て
の
詳
細
が
報
告
さ
れ
た
。

⑤
役
員
等
交
流
研
修
会
の
開
催
に
つ
い
て

県
シ
連
が
開
催
す
る
研
修
会
に
つ
い
て

報

告

さ

れ

た

。

⑥
台
風
四
号
に
よ
る
被
霄
の
状
況
報
杵

台
風
四
号
に
よ
る
被
害
の
状
況
と
そ
の

対
策
絲
果
が
報
杵
さ
れ
た
。

、
職
員
の
異
動

職
此
の
異
動
が
報
杵
さ
れ
た
。

○
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

（
２
０
１
９
年
７
川
犯
Ⅱ
開
催
）

・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
に
つ
い

て

・

安

全

対

策

に

つ

い

て

（
２
０
１
９
年
９
月
田
Ⅱ
開
催
）

○
総
務
委
員
会

（
２
０
１
９
年
７
川
Ⅱ
Ⅱ
）

⑪
派
遣
労
働
会
員
就
業
規
則
の
改
定

⑧
派
遣
労
働
背
の
代
表
選
出
に
お
け
る

内

規

の

制

定

○
事
業
委
員
会

（
２
０
１
９
年
６
月
躯
Ⅱ
開
催
）

・

独

自

事

業

に

つ

い

て

休

耕

地

の

利

用

空

き

家

活

用

保

育

墓

地

清

掃

・
就
業
開
拓
の
推
進
に
つ
い
て

チ

ラ

シ

の

配

布

事

業

所

訪

問

の

実

施

（
２
０
１
９
年
９
月
３
Ⅲ
開
催
）

・
皿
Ⅱ
杵
及
稗
発
促
進
月
間
へ
の
事

業

委

典

会

椚

勤

の

収

組

み

に

つ

い

て

会

此

拡

大

の

取

組

み

に

つ

い

て

二

二

●

８
月
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
と

反
省
に
つ
い
て

三

二
三
云
一
窒
悲
軸
菩
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○
東
北
シ
協
主
催
職
員
研
修
会

９
月
４
日
・
５
日
の
２
日
間
、
山
形
市

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
職
員
交
流
研

修
会
に
東
北
地
方
か
ら
Ｗ
人
が
一
同
に
参

加
し
て
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
１
「
法
人
連
街
に
役
立
つ

知

識

と

ト

ラ

ブ

ル

予

防

策

」

講
演
２
「
令
和
時
代
の
シ
ル
バ
ー

人

材

セ

ン

タ

ー

に

つ

い

て

」

○
広
報
委
員
会

（
２
０
１
９
年
６
〃
皿
Ⅱ
～

２

０

１

９

年

７

Ⅱ

皿

Ⅱ

開

惟

）

シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
こ
お
り
や
ま

第
師
号
の
細
集
発
行

・
就
業
事
故
の
報
告

・
各
企
業
へ
の
安
全
適
正
就
業
の
パ

ト
ロ
ー
ル
実
施
に
つ
い
て

（
２
０
１
９
年
８
月
鋤
Ⅱ
開
催
）

山
今
年
度
の
事
故
報
告

⑭
安
全
・
適
旺
就
業
に
つ
い
て

２
０
１
９
年
度
安
全
・
適
正
就
業

委

員

会

の

活

動

に

つ

い

て

・
安
全
・
適
旺
就
業
委
員
会
の
活
動

内

容

（
２
０
１
９
年
皿
月
加
日
開
催
）

・
就
業
不
適
格
会
員
の
措
置
審
議
処

分

に

つ

い

て

役
・
職
員
研
修
会

○
東
北
シ
協
主
催

役
員
・
事
務
局
長
合
同
研
修
会

２
０
１
９
年
岨
〃
９
Ⅱ
、
叩
Ⅱ
の
２
Ⅲ

間
、
弘
前
巾
で
開
催
さ
れ
來
北
地
力
よ
り

３
０
０
名
に
上
る
役
職
員
が
参
加
し
て
鴨

大
に
開
催
さ
れ
効
果
を
上
げ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
講
演
１
「
短
命
県
返
上
活
動
の
い
ま
」

講
演
２
「
令
和
時
代
の
シ
ル
バ
ー
人
材

セ

ン

タ

ー

事

業

「

東

北

ブ

ロ

ッ

ク

シ

ル

バ

ー

へ

の

期

待

」

」

・

情

報

交

換

会

・

意

見

交

換

会

＊

‘･争‘か

殿
D ●

~溥圃…
汐

象
嘩

分
科
会
、
全
体
会

1

4

､嬉剖｝ へ
－

魚

蓋 『
幸
一

可

(東北シ協研修会）

郡
山
市
長
、
郡
山
市
議
会
議
長
へ
の

要

請

活

動

２
０
１
９
年
８
月
弱
Ⅱ

理
事
長
、
副
理
事
長
、
事
務
肘
長
、
各

委
員
会
委
貝
長
、
監
事
総
勢
７
名
が
、

「
生
涯
現
役
社
会
」
を
実
現
す
る
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
決
意
と
支
援
の
要

望
を
致
し
ま
し
た
。

2

郡0
山l

巾；
1'IW
脳3
nl l
／、

職

業
安
定

所

｜
｜
｜
者
合
同
会
議
の
開
催

－－

要

請

活

動

(要請活動）

２
０
１
９
年
皿
月
妬
Ｈ

セ
ン
タ
ー
４
名
の
相
談
役
様
に
、
セ
ン

タ
ー
事
業
の
報
併
と
、
事
業
へ
の
桁
導
助

言
を
仰
ぐ
た
め
会
談
を
Ⅲ
樅
し
ま
し
た
。

（
公
社
）
郡
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
三
者
に
よ
る
会
議
が
開
催
さ
れ
、

セ
ン
タ
ー
の
事
業
内
容
の
報
告
並
び
に
協

力
要
請
、
ま
た
県
内
、
郡
山
市
内
の
雇
用

情
勢
な
ど
に
つ
い
て
広
く
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

I
畠駕会

場
》
総
合
柵
祉
セ
ン
タ
ー
研
修
室

相
談
役
会
議
の
開
催 崎

~

~

一

I

(三者合同会議）
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○
地
域
班
連
絡
会
議
の
開
催

▲
凸
▲
』
３
０
〃
〃

２
０
１
９
１
Ⅱ
月
２
Ｈ
開
催

方
部
長
班
長
合
同
に
よ
る
連
絡
会
議
が

開
樅
さ
れ
ま
し
た
。

１
２
０
１
９
年
度
事
業
実
施
状
況
報
告

側
安
全
・
適
正
就
業
に
つ
い
て

・
事
故
防
止
に
つ
い
て

３
２
０
１
９
年
度
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
」

の
取
組
み
、
並
び
に
協
力
依
頼
に
つ

い

て

山
地
域
班
会
議
・
懇
談
会
の
開
催

(相談役会議）

○
北
方
部
方
部
会
議
の
開
催

２
０
１
９
年
ｍ
月
旧
Ⅱ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

終
了
後
に
、
懇
親
会
を
か
ね
て
開
催
し
ま

し
た
。

○
南
方
部
方
部
会
議
懇
談
会
の
開
催

２
０
１
９
年
Ⅱ
月
”
Ⅱ
開
催
し
ま
し
た
。

⑪
セ
ン
タ
ー
の
現
状
に
つ
い
て

②
仕
事
遂
行
上
の
問
題
又
は
要
望
等
に

つ

い

て

③
就
業
現
場
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
等
の

事
例
と
対
処
に
つ
い
て

○
中
央
東
方
部
３
地
域
班
合
同
会
議
懇
談

会

の

開

催

■■今

(地域班連絡会誌）

○
新
座
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
様

２
０
１
９
年
９
月
Ⅱ
Ⅱ
、
⑫
Ⅱ

会
員
拡
大
へ
の
取
組
み
、
地
域
活
動
地

域
活
動
、
憩
い
の
広
場
視
察
等
を
目
的
に

視
察
研
修
に
皿
名
の
役
職
員
の
方
々
が
来

訪
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
⑫
月
四
日

皿
世
紀
記
念
公
園
麓
山
の
杜
に
お
い

て
、
セ
ン
タ
ー
へ
の
要
望
事
項
、
厚
生
文

化
活
動
、
地
域
活
動
な
ど
に
つ
い
て
懇
談

を
行
な
い
ま
し
た
。

研
修
・
視
察
来
訪

(新座市SC様）

○
前
橋
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
様

２
０
１
９
年
叩
月
別
Ⅲ

セ
ン
タ
ー
の
概
要
、
シ
ル
バ
ー
シ
ョ
ッ

プ
憩
い
の
広
場
、
会
員
の
蛎
強
対
策
、
賛

助
会
員
の
挫
得
な
ど
に
つ
い
て
町
名
の
役

職
員
の
方
々
が
、
訪
問
視
察
に
来
所
さ
れ

ま
し
た
。

○
襖
・
障
子
張
替
え
講
習
会

希
望
ヶ
丘
研
修
所
に
お
い
て
、
講
師
に

大
島
昌
喜
先
生
を
お
迎
え
し
、
〃
人
の
会

a
（
２
０
１
９
年
Ⅱ
月
５
，
～
皿
月
晦
日
）

（
皿
日
間
） 講

習
会
報
告

(前橋市SC様）
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た 県
シ
連
主
催

「
高
齢
者
活
躍
人
材
確
保
育
成
事
業
講
習
」

典
が
、
す
ぐ
に
役
立
つ
技
能
と
技
術
を
稗

得
し
ま
し
た
。

・
介
護
送
迎
運
転
手
講
習
１
２
Ｈ
間

・
介
護
送
迎
運
転
手
講
習
２
２
Ⅱ
Ⅲ

・
介
護
食
の
調
理
基
礎
講
習
４
川
間

・
保
育
補
助
ス
タ
ッ
フ
講
習

・
地
域
緑
化
の
環
境
づ
く
り
講
習

以
上
の
５
講
習
の
実
施
に
協
力
し
ま
し (襖・障子講習会）

今
年
度
の
事
故
発
生
件
数
は
、
傷
害
６

件
・
賠
責
事
故
４
件
と
共
に
昨
年
度
よ
り

も
増
加
し
て
お
り
、
依
然
と
し
て
事
故
ゼ

ロ
と
は
な
ら
ず
課
題
を
残
し
て
お
り
ま

す
。
転
倒
・
骨
折
・
長
期
入
院
な
ど
が
発
生

し
て
お
り
、
少
し
注
意
す
れ
ば
防
げ
る
事

故
ば
か
り
で
す
。

こ
れ
か
ら
冬
本
番
、
く
れ
ぐ
れ
も
事
故

の
な
い
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

２
０
１
９
年
７
月
四
日
、
福
島
市
の
福

島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
就
業
や

通
勤
途
上
で
の
安
全
と
適
正
就
業
に
つ
い

て
の
研
修
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

県
シ
連
主
催

「
安
全
・
適
正
就
業
推
進
大
会
」
へ
の
参
加

⑪
安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン

い
安
全
・
適
正
就
業
研
修

安
全
と
適
正
就
業
の
誓
い

|り｜
■一J

1 覧表，事故発2019年度傷害年 生状況一状 (事故発生年月:2019年4月～11月）

傷害事故一覧
豐i － | 雀! ｜ 照11 Flト ｜MIll

傷害事故発生の状況及び原因
業
上
就
途
中／
の別就業先 事故発生日時 事故場所会員 性別No.

＃作業名 事故の型及び状況 字要な部位 部位の症状

食品の
パック詰め

作業台を移動中に、脇にあった袋につま
づき転倒した。

2019/7/26

午前8:20
女性 水産会社 大槻町字向原地内 就業中 左足大腿骨 骨折1 A

緑地

維持管理
蜂刺され

（炎症）

2019/9/25

午前10:00
女性 池ノ台 就業中 除草作業中蜂に刺された 左肘公共２ B

朝の通勤途上、郡山・長沼線からコスモ
ス通りへ右折する時、直進の対向車と衝
突した。

三穂田町川田

山口倉庫前道路上

2019/7／15

午前7:00
水産会社 水産加工女性 途上 骨折足のかかと

÷÷

Ｃ

，

機械に残ったおからを送り出そうとして手

を近づけた所､手袋がドリルに引っ掛かっ

てしまい､そのまま指を巻き込まれた。

富久山町久保田

太郎殿前工場内

2019/8/21

午後12:20
男性 食品会社 食品加T 右手親指 切断就業中

賠償事故一覧

賠償事故発生の状況及び原因
就業中／
途上の別性別 事故発生日時 事故場所会員 就業先No

作業名 事故部位 事故内容事故の型及び状況

機械による除草中に、飛び石により駐車
中の従業員の車の後部窓を破損させた。

2019/6/25

午前11 :00
大槻町字向原地内 就業中 機械除草 車の後部窓 破損男性 企業I E

機械による除草中に、飛び石により民家
のガラス戸を破損させた。

富久山町久保田字

水神地内の土手面

民家のガラス戸

2枚

2019/8/3

午後13:30
機械除草男性 個人 就業中 破損２ F

利用者送迎のため、運転のリフト車を
後退中、玄関手すりに接触させてしまっ
た。

利用者宅の手すり

部分､リフト車の左
ﾊｯｸﾗﾝﾌｶﾊｰ

自動車での

送迎

5mm程度の

擦傷鰯ｲ鮒 三穂田町川田地内企業 就業中男性３ G
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毎
年
皿
川
は
、
全
脚
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
事
業
杵
及
川
間
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。当
セ
ン
タ
ー
で
は
そ
れ
に
呼
応
し
、
次

の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
度

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事

業

普

及

啓

発

月

間

」

の

活

動

報

告

二
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
Ⅲ
月
旧
日
）

今
年
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
市
内
６
方
部

７
ヶ
所
に
於
い
て
、
会
員
、
役
職
員
に
よ

る
街
路
等
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
参
加

会
員
は
、
獅
名
。
み
な
さ
ん
御
協
力
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

｜
、
事
業
所
訪
問

役
員
が
５
班
（
２
名
１
組
）
で
皿
ヶ
所

の
事
業
所
訪
間
。

Ⅱ
師
〈
会
員
が
お
枇
話
に
な
っ
て
居
る
お

礼
と
、
安
全
適
正
就
業
及
び
就
業
拡
大
の

ご
依
頼
で
訪
問
致
し
ま
し
た
。

各
事
業
所
の
担
当
者
の
方
か
ら
、
会
員

の
仕
事
に
対
す
る
意
欲
は
素
晴
ら
し
い
と

評
価
を
頂
き
ま
し
た
。

三
、
普
及
啓
発
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
椚
勤
に
参
加
さ
れ
た
会

員
及
び
役
典
に
よ
り
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、

戸■ ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
を
市
内
全
域
に

配
布
し
て
普
及
活
動
に
努
め
ま
し
た
。

又
、
役
職
員
が
郡
山
駅
前
で
皿
月
Ⅳ
Ⅱ

㈱
普
及
啓
発
街
頭
活
動
を
実
施
致
し
ま
し

た
。

街
路
清
掃
活
動

(街路清掃ボランティアのひとコマ） L』

(中央西方部のみなさん） (中央東方部のみなさん）

暁≠…､蛾
へ, ﾝ》 ･
ソ

賦缶､‘I叙’
■

ｒ

融
輔
唖

馬薗

懸
l 竜 ﾄ』

1

謬蛎1!､割'…
P山

‘ ず ' ，A･二 ，－ ＄÷ ダ？ “･ I . ｡ ‘一

(東方部のみなさん）(東方部中田のみなさん）
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~~
~

喝

野

悪 霊

(南方部のみなさん） (西方部のみなさん）

役
・
職
興
旧
名
に
よ
り
、
郡
山
駅
前
内

川
・
東
口
に
お
い
て
街
頭
Ｐ
Ｒ
析
動
を
行

な
い
ま
し
た
。

チ
ラ
シ
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
を

セ
ッ
ト
に
し
て
、
道
行
く
市
民
の
方
々
に

手
渡
し
な
が
ら
、
シ
ル
バ
ー
事
業
の
説
明
、

会
員
募
集
、
仕
事
の
発
注
な
ど
を
勧
め
て

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

F可

２
０
１
９
年
皿
Ⅱ
灯
Ⅱ
午
後
１
時
く

街
頭
活
動

■ (北方部のみなさん）

（郡山駅前で会員募集活動）

四
四
酢
■
ｒ
砿
蘭
』
四
一
，
一
１
一
一
一
一
一

(橋行く市民へも声掛け）

・
出
品
の
募
集

季
節
の
野
菜
等
川
肺
し
て
く
だ
さ
い
。

・
冬
の
貯
戯
野
菜
や
洲
室
野
菜
な
ど

・
手
工
芸
肋
、
加
Ⅸ
食
品
（
要
資
格
）
、

お

菓

子

な

ど

（
詳
し
く
は
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ

下

さ

い

）

・
皆
様
の
ご
来
店
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ど
な
た
様
で
も
利
用
で
き
ま
す

良
い
姑
、
格
安
品
な
ど
多
数
あ
り
ま
す
。

是
非
ご
来
店
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

新
年
は
１
月
８
日
よ
り
開
店
致
し
ま

す
。
月
曜
日
～
金
曜
日
皿
《
㈹
～
皿
諏
叩

電
話
０
９
０
１
７
０
７
７
１
６
６
３
３(憩いの広場店内）
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囮

俳

句

・
そ
ぞ
ろ
寒
鉢
植
へ
や
に

取

り

込

み

ぬ

・
稲
刈
の
ふ
る
さ
と
早
さ
に

ま

た

想

う

●

渡

辺

洋

子

囮

短

歌

・
お
せ
ち
料
理
カ
タ
ロ
グ
届
き
孫
達
の

笑

顔

思

い

て

正

月

待

た

る

る

・
旅
先
で
求
め
し
湯
呑
伊
万
里
焼

朝

茶

の

緑

に

梅

干

し

泳

ぐ

●

佐

藤

榮

子

囮

川

柳

・
は
だ
し
の
ゲ
ン

８
月
６
日
の
ヒ
ロ
シ
マ
の
焼
野
原

・
義
母
に
買
っ
て
き
た
室
内
履

は

か

し

て

く

牧

た

社

長

さ

ん

●

鈴

木

洋

子

・
剪
定
や
庭
木
濃
厚
夢
貰
う

・
奥
鉄
路
自
慢
無
く
と
も

四

季

を

観

る

・
山
肌
に
筵
葉
背
に
し
て
落
葉
踏
む

・
降
る
雪
も
地
域
呼
び
込
む
一

夜

成

り

●

長

谷

川

四

郎

◎

投

稿

◎

含
員
④
唾
一
喝

植

木

の

手

入

れ

を

し

て

生

き

が

い

を

植
木
手
入
れ
作
業
を
十
五
年
間
続
け
て

き
ま
し
た
。
な
ぜ
長
期
間
続
け
ら
れ
た
の

か
自
問
自
溶
し
て
み
ま
し
た
と
こ
ろ
、
次

の
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た

第
一
に
植
木
の
手
入
れ
が
好
き
で
あ
っ

た

こ

と

第
二
に
よ
き
指
導
者
に
め
ぐ
ま
れ
た
こ

と
第
三
に
終
了
時
、
達
成
感
、
満
足
感
が

あ

る

こ

と

第
四
に
感
謝
さ
れ
て
や
り
が
い
を
感
じ

る

こ

と

第
五
に
よ
い
仲
間
に
め
ぐ
ま
れ
た
こ
と

し
か
し
ま
っ
た
く
の
素
人
で
あ
っ
た
私

は
最
初
の
五
年
間
は
大
変
辛
い
毎
日
で
し

た
。
一
人
前
に
な
る
為
に
事
務
吋
主
雌
の

講
稗
会
へ
毎
川
参
加
し
、
又
個
別
指
導
も

受
け
知
識
と
技
術
を
稗
得
し
ま
し
た
。

五
年
Ⅱ
の
あ
る
Ⅲ
お
客
様
よ
り
「
き
れ

い
に
や
っ
て
も
ら
っ
て
あ
り
が
と
う
来
年

も
お
願
い
し
ま
す
」
と
こ
の
こ
と
ば
に
や

り
が
い
と
生
き
が
い
を
感
じ
て
今
で
も
続

け
て
い
ま
す
。
辛
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

続
け
て
い
れ
ば
必
ず
生
き
が
い
を
感
じ
る

角

田

転

平

時
は
春
、
大
安
吉
側
生
ま
れ
た
と
云
う

私
の
故
郷
は
、
今
、
Ⅱ
本
領
土
に
は
な
い

サ
ハ
リ
ン
（
樺
太
・
豊
原
町
）
で
あ
る
。

小
学
三
年
の
時
父
を
残
し
、
ど
ん
な
に

か
心
細
か
っ
た
で
あ
ろ
う
母
と
姉
の
三
人

で
、
浮
袋
の
胴
着
を
着
け
さ
せ
ら
れ
、
機

雷
の
浮
く
宗
谷
海
峡
を
渡
り
、
引
き
揚
げ

て
来
た
。
今
こ
う
し
て
、
樺
太
で
の
生
活

を
思
い
起
し
、
書
き
連
ね
る
事
に
嬉
し
さ

を
覚
え
る
。

季
節
を
追
っ
て
見
る
と
、
春
と
秋
は
短

く
、
七
月
や
っ
と
夏
の
陽
差
し
を
感
じ
て

も
、
朝
・
夕
の
冷
え
は
厳
し
い
。
一
度
に

草
花
が
芽
を
吹
き
、
咲
き
乱
れ
、
郊
外
に

出
る
と
広
大
な
地
に
、
ス
ズ
ラ
ン
・
菖
湘
．

真
赤
な
実
を
つ
け
る
フ
レ
ッ
プ
の
畑
、
そ

の
間
に
立
ち
並
ぶ
直
立
の
向
椛
の
木
々
、

そ
れ
は
、
素
附
ら
し
い
眺
め
で
あ
っ
た
。

商
店
街
は
広
い
道
中
（
電
車
線
二
本
に

車
・
歩
道
付
）
で
、
碁
鰐
の
目
の
様
に
区

Ⅲ
さ
れ
、
街
路
樹
は
ナ
ナ
カ
マ
ド
が
果
て

し
な
く
続
き
、
冬
を
迎
え
る
頃
、
赤
い
実

を
つ
け
、
見
事
な
も
の
で
す
。

九
月
に
入
る
と
長
い
冬
の
準
備
で
す
。

私
の
故
郷

と
き
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
や
っ
て
見
て
は

と
思
い
ま
す
。

口若

林

久

惠

冬
の
乗
り
物
は
、
雪
ソ
リ
を
つ
け
た
馬
・

犬
が
鈴
を
つ
け
大
活
躍
で
す
。
勿
論
、
登
・

下
校
は
ス
キ
ー
が
噸
り
で
あ
る
。
今
で
も

忘
れ
ら
れ
ぬ
味
は
、
大
き
な
毛
ガ
ニ
、
タ

ラ
子
の
堀
漬
け
、
ジ
ャ
ガ
芋
の
餅
、
ダ
ル

付
け
の
ウ
ニ
等
で
す
。

引
き
揚
げ
て
来
て
か
ら
の
ど
ん
底
生
炳

稗
は
人
生
の
糧
と
し
、
豊
原
で
生
れ
、
育
っ

た
豊
か
な
生
活
は
、
心
に
そ
っ
と
し
ま
い

込
ん
だ
大
切
な
故
郷
で
あ
る
。

蝦
夷
地
の
思
い
出
奇
妙
な
疑
念
を
抱
か

ず
真
実
性
を
帯
び
て
い
ま
す
故
最
後
ま
で

読
ん
で
下
さ
い
・

農
家
に
家
族
で
住
込
み
同
様
で
牛
舎
で

生
活
し
た
。

波
乱
万
丈
、
永
住
の
決
意
な
し
、
楽
し

く
余
裕
を
と
考
え
た
。
木
彫
り
を
記
念
に

し
た
。
食
、
住
は
雌
料
で
新
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

を
使
川
、
府
松
の
皮
、
流
木
、
和
炭
を
拾

う
。
海
岸
で
昆
布
を
拾
う
。
山
菜
採
り
等
、

援
腱
と
云
う
仕
事
も
あ
っ
た
。

郡
山
に
移
動
し
た
く
て
辛
抱
し
た
。
苦

労
は
通
勤
で
す
。
光
陰
矢
の
如
し
、
農
家

の
手
伝
で
感
謝
さ
れ
、
川
な
み
に
、
苦
あ

れ
ば
楽
あ
り
、
家
族
に
別
れ
を
告
げ
、
北

国
を
去
っ
た
歳
月
は
十
五
年
、
労
働
す
る

我
人
生
悔
い
な
し 口行

方

秀

夫
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＃
三
島
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク

会

員

影

山

藤

一

郎

大
地
で
現
地
の
方
に
恵
ま
れ
寄
り
添
っ
て

幸
せ
で
し
た
。
今
年
は
七
回
目
の
年
男
で

す
。
努
力
す
る
。
行
き
は
夜
汽
車
帰
り
は

Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｅ
で
帰
っ
た
。
新
築
資

金
を
持
参
し
て
戻
る
。
最
後
に
二
宮
尊
徳

先
生
の
報
徳
論
の
教
を
守
っ
て
凶
の
繁
栄

に
努
力
す
る
所
存
で
す
。
優
雅
な
生
活
を

楽
し
く
皆
に
寄
り
添
っ
て
。
生
き
る
し
か

な
い
。

老

生

記

私
の
ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト

鴬
凶

~

鞠~

蕊銅
、

、

、
､

一 ~

瓢
~

＝

(三島スカイウォーク）

＃
三
舂
滝
桜
な
ご
り
雪
会

員

舞

木

武

夫

＃
横
浜
港
会
員
影
山
藤
一
郎

(雪の滝桜） (横浜港）

今
Ⅱ
迄
な
ん
と
か
生
き
ら
れ
た
蝋
に
、

私
は
、
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
シ
ル

バ
ー
人
材
で
の
出
会
い
も
、
あ
り
が
た
く

思
い
働
け
る
事
が
、
ど
ん
な
に
か
、
自
分

は
生
か
さ
れ
て
い
る
か
感
じ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
先
後
ど
れ
く
ら
い
自
分
ら
し
く

〃 ＃

富

士

山

会

員

舞

木

武

夫

「
２
０
２
０
年
私
の
抱
負
と
私
の
願
い
」

〃／子
年
年
男
生
ま
れ

・
年
女上

妻

泰

子
(湖面に映る富士山）

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
月
Ⅱ
が
過
ぎ
る
の
も
早
い
も
の
で
、

あ
っ
と
い
う
間
に
七
十
二
年
目
を
迎
え
る

事
に
な
り
ま
し
た
。
今
ふ
り
返
り
ま
す
と

昭
和
か
ら
平
成
、
そ
し
て
令
和
の
時
代
へ

と
元
号
も
変
わ
り
、
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世

代
の
一
人
と
し
て
過
ご
し
て
参
り
ま
し

た
。
六
十
五
才
の
定
年
以
降
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
と
共
に
多
方
面
に

渡
る
仕
事
の
紹
介
を
頂
く
巾
、
会
員
の
杵

さ
ん
と
の
交
流
も
生
ま
れ
仕
事
に
対
す
る

生
き
叩
斐
と
多
く
の
友
人
を
得
る
事
が
Ⅲ

来
ま
し
た
。
今
年
の
私
の
抱
負
と
致
し
ま

し
て
は
先
ず
は
「
健
康
第
こ
を
念
頭
に

微
力
な
が
ら
仕
事
を
通
じ
て
の
「
社
会
貢

献
」
と
「
友
達
の
輪
」
を
広
げ
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

生
き
ら
れ
る
か
は
未
知
の
世
界
で
す
が
、

い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
少
し
頑
張
っ
て
み

よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
元
気
で
い

ら
れ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー

の
仕
事
と
も
う
一
つ
私
に
は
大
切
に
し
て

い
た
も
の
が
有
り
心
で
歌
を
誰
か
に
、
お

伝
え
す
る
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
ゆ
っ
く

り
と
歳
を
重
ね
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。「

２
０
２
０
年
私
の
抱
負
と
私
の
願
い
」

赤
石
澤
政
雄
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
令
和
の
新
し
き
年
良
き
年
に
な
り

ま
す
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
役
員
の
皆
様

方
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
私

も
入
会
し
て
お
友
達
も
沢
山
出
来
と
て
も

感
謝
し
て
い
ま
す

長
年
の
間
家
事
援
助
の
仕
事
い
ろ
い
ろ

と
良
き
事
を
学
び
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

す
べ
て
の
家
の
方
々
皆
様
良
き
人
柄
で
感

謝
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
又
自
分
に
ご
ほ

う
び
と
し
て
共
助
会
旅
行
に
参
加
し
思
い

出
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
今
後
自
分
の
健
康

を
考
え
近
く
な
ら
共
に
楽
し
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

平
和
な
令
和
の
年
に
願
う
。

「
２
０
２
０
年
私
の
抱
負
と
私
の
願
い
」

私
の
今
年
の
抱
負
・
想
い
出

会
員
と
し
て
勤
務
す
る
事
十
三
年
、
七

凹
日
の
年
男
を
迎
え
る
。
貴
殿
に
寄
り

添
っ
て
十
三
年
幸
せ
と
思
っ
て
ま
す
。
想

え
ば
古
希
に
し
て
、
会
典
に
入
り
当
所
は

色
々
な
仕
事
を
し
た
。
測
量
配
送
と
遠
方

ま
で
行
動
し
た
。
考
え
る
に
初
め
は
変
化

「
２
０
２
０
年
私
の
抱
負
と
私
の
願
い
」

e
鈴

木

ス

ミ

行

方

秀

夫

の
あ
る
仕
事
に
従
事
し
た
。
感
謝
状
ま
で

は
程
遠
し
卒
寿
に
な
り
ま
す
。
入
会
し
た

の
が
何
せ
古
希
で
し
た
。
死
亡
保
険
に
入
っ

て
る
故
努
力
す
る
。
上
司
を
尊
敬
し
今
を

大
切
に
明
Ⅱ
に
繋
が
る
心
と
心
に
て
真
蟄

に
努
力
し
ま
す
。
会
員
と
し
て
は
人
材
セ

ン
タ
ー
が
遠
久
に
存
在
す
る
よ
う
砦
を
護

る
所
存
で
す
。

シ
ル
バ
ー
会
員
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
と
し
て
約
七
年
に
な
り
ま
す
。
今
年
で

六
同
目
の
年
男
と
な
り
ま
す
が
現
在
は
某

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
送
迎
の
運
転
に
従
事
し

て
お
り
約
六
年
に
な
り
ま
す
。
仕
事
と
し

て
Ⅲ
々
色
々
な
川
会
い
等
も
あ
り
楽
し
く

や
っ
て
お
り
ま
す
。
仕
事
が
楽
し
く
や
れ
る

と
い
う
事
は
妓
高
の
至
福
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
更
な
る
貢
献
が
出
来
る
事
と
現
在

の
仕
事
が
少
し
で
も
長
く
継
続
出
来
る
様

に
健
康
に
留
意
し
な
が
ら
励
む
と
い
う
事

を
今
年
の
抱
負
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
２
０
２
０
年
私
の
抱
負
と
私
の
願
い
」

「
２
０
２
０
年
私
の
抱
負
と
私
の
願
い
」

宗

像

敏

夫

佐
久
間
三
郎

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
さ
ん
に
お

川
祈
に
な
り
早
川
年
、
川
に
卜
Ⅱ
ほ
ど
平

Ⅱ
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
会
社
退
職
半

年
後
、
突
然
腰
痛
に
な
り
、
坐
骨
神
経
痛

で
歩
け
な
く
な
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
注
射
を
二

度
受
け
歩
け
る
よ
う
に
。
仕
事
の
他
あ
さ

か
の
学
園
大
学
通
い
と
ク
ラ
ブ
活
動
、
北

側
孫
の
ス
ポ
少
野
球
の
送
り
迎
え
を
し
て

い
ま
す
。
今
年
も
シ
ル
バ
ー
人
材
さ
ん
の

仕
事
・
学
附
研
修
ク
ラ
ブ
・
孫
の
野
球
応

援
な
ど
で
体
を
動
か
し
体
調
維
持
を
と

思
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
私
の
願
い
は
（
希
望
）
も
う

少
し
川
は
、
家
族
の
為
の
台
所
を
初
め
と

し
て
、
家
事
全
般
を
や
っ
て
い
く
こ
と
で

す
。
現
在
は
娘
夫
婦
と
孫
二
人
の
六
人
家

族
で
す
が
、
三
月
に
は
孫
が
も
う
一
人
増

え
る
予
定
で
す
。

私
は
い
つ
も
和
食
が
中
心
の
家
庭
料
理

で
す
。
正
月
に
は
「
こ
づ
ゆ
」
「
ナ
ズ
ナ
の

吸
い
物
」
「
塩
引
」
「
黒
豆
」
な
ど
で
す
が
、

孫
二
人
も
こ
の
よ
う
な
料
理
を
喜
ん
で
食

べ
て
い
ま
す
。
私
と
孫
は
「
モ
チ
」
と
「
お

こ
わ
」
が
大
好
き
で
、
秋
か
ら
春
に
は
週

に
一
度
は
食
べ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
２
０
２
０
年
私
の
願
い
」

一
配
函
》
宮
》
ｌ
原
富
紀
夫

こ
の
年
齢
に
な
る
ま
で
、
い
ろ
ん
な

方
々
に
知
恵
を
授
か
り
今
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
尊
い
時
間
は
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
先
も
、
先
飛
方
そ
し
て
周
り

の
方
々
の
教
え
に
し
た
が
い
、
少
な
い
未

来
で
は
あ
り
ま
す
が
、
頑
張
っ
て
い
こ
う

と
。
後
輩
達
に
も
先
輩
方
の
、
教
え
を
伝

え
、
何
時
ま
で
も
健
康
で
あ
る
事
を
祈
り

つ
つ
、
シ
ル
バ
ー
の
仕
事
を
続
け
ら
れ
る

事
、
願
い
ま
す
。

娘
夫
婦
も
共
働
き
で
す
の
で
帰
っ
て
き
た

時
に
は
台
所
か
ら
い
い
に
お
い
が
と
て
も

鯆
し
い
よ
う
で
す
。
私
も
鱸
し
い
事
で
す
。

六
回
目
の
年
男
、
シ
ル
バ
ー
に
加
え
て

い
た
だ
い
て
八
年
目
の
春
を
迎
え
ま
す
。

最
初
の
五
年
間
は
、
単
発
専
門
で
今
ま
で

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
色
々
な
仕
事
を
や

ら
せ
て
い
た
だ
き
、
よ
く
一
緒
に
な
る

〃
々
と
は
稗
楽
を
共
に
し
た
仲
間
と
い
う

感
じ
で
、
す
っ
か
り
仲
良
く
な
り
、
人
生

に
厚
み
が
期
し
た
気
が
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
西
口
第
二
駐
輪
場
に
採
川
さ
れ
、
こ

「
２
０
２
０
年
私
の
願
い
」

「
２
０
２
０
年
私
の
今
年
の
抱
負
」

齋

藤

幹

夫

和

知

敏

子
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郡
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

入
っ
て
早
二
十
年
に
な
り
ま
し
た
。
第
一

期
生
で
ヘ
ル
パ
ー
の
二
級
を
と
り
ま
し

た
。
仕
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
仕
事

し
た
の
は
「
ど
ん
歯
科
」
の
掃
除
に
行
っ

た
こ
と
、
「
ラ
イ
フ
フ
ー
ズ
」
に
行
っ
た

事
、
「
コ
カ
コ
ー
ラ
」
の
お
ま
け
つ
け
に

行
っ
た
事
だ
け
だ
っ
た
。
旅
行
に
行
く
だ

け
の
シ
ル
バ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度

だ
け
で
引
退
す
る
か
と
思
っ
て
ま
す
。
旅

行
に
行
く
の
も
タ
ク
シ
ー
頼
ん
で
行
か
な

い
と
な
ん
な
い
し
、
う
ち
の
旦
那
が
胃
が

ん
・
大
腸
が
ん
で
手
術
し
て
い
る
の
で
、

一
人
置
い
て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま

し
た
。
二
年
間
長
い
よ
う
で
短
い
Ⅱ
Ⅱ
で

し
た
。
私
は
い
つ
ま
で
も
入
っ
て
い
た
い

の
で
す
が
、
色
々
事
情
が
あ
り
ま
し
て
、

こ
れ
が
限
界
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
色
々
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
こ
と
、
一
生
胸
に
沁
み
て
忘
れ

な
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
で
も
す
ば
ら
し
い
先
輩
方
や
仲
間
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
我
な
が
ら
ラ
ヅ
キ
ー
だ
っ

た
な
ぁ
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
今
年
は
平
凡
で
す
が
健
康
第
一
、
仕

事
に
趣
味
に
孫
と
の
交
流
に
と
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
せ
れ
ば
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

「
２
０
２
０
年
私
の
抱
負
と
私
の
願
い
」

柳

沼

利

子

私
に
は
常
々
の
目
標
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
今
川
出
来
た
こ
と
を
明
日

も
、
毎
日
の
積
み
重
ね
が
日
々
の
努
力
だ

と
思
い
ま
す
。
食
事
を
す
る
よ
う
に
、
当

た
り
前
の
よ
う
に
体
に
染
み
着
く
事
を
Ⅱ

標
に
、
そ
れ
は
誰
か
が
ど
う
し
て
る
か
で

は
な
く
、
自
分
の
体
や
心
に
合
う
も
の
を

見
つ
け
て
頑
張
る
。
健
康
は
長
い
間
を
賭

け
て
出
来
た
も
の
。
も
し
体
の
な
か
の
ど

こ
か
が
壊
れ
て
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ

ま
で
か
か
っ
た
時
間
と
同
じ
様
に
、
治
す

今
年
の
抱
負
は
、
「
ジ
ャ
ズ
」
フ
ァ
ン
を

燗
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。
私
は
、
趣
味

の
ひ
と
つ
「
ジ
ャ
ズ
」
が
と
て
も
大
好
き

で
す
。
ひ
い
き
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
ド
ラ
マ
ー

を
応
援
し
て
い
ま
す
。
素
人
な
が
ら
今
年

で
第
五
Ｍ
の
企
川
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
年
こ
そ
は
、
今
ま
で
以
上
に
フ
ァ
ン

が
来
場
さ
れ
る
よ
う
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。
素
敵
な
「
ジ
ャ
ズ
」
の
魅

力
、
是
非
皆
様
が
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き

演
奏
を
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
２
０
２
０
年
私
の
抱
負
」

「
２
０
２
０
年
私
の
抱
負
と
私
の
願
い
」

舘

き

み

子

田

母

神

実

そ
の
宿
は
ど
こ
だ
っ
た
ろ
う
、
樅
か
こ

の
辺
り
だ
っ
た
か
な
。
お
ぼ
ろ
げ
な
記
憶

を
頼
り
に
江
鳥
神
社
参
道
の
坂
道
を
上
っ

て
い
く
と
、
な
ん
と
な
く
こ
の
辺
だ
っ
た

か
な
、
な
ど
と
つ
た
な
い
記
憶
が
呼
び
覚

ま
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
し
き
旅
館
は

も
う
七
二
年
で
す
か
、
人
生
い
ろ
い
ろ

有
り
ま
し
た
け
ど
、
速
い
も
の
で
す
。

こ
の
年
に
な
っ
て
も
、
前
進
で
す
ね
。

前
に
進
む
こ
と
で
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

時
間
も
か
か
る
と
思
い
ま
す
。

私
達
の
年
齢
で
、
も
し
体
が
無
死
ば
ま

れ
た
と
し
た
な
ら
、
元
に
戻
れ
な
い
と
思

い
ま
す
。

今
の
現
状
を
維
持
す
る
こ
と
が
、
自
分

に
課
せ
る
事
は
、
言
い
訳
け
せ
ず
、
な
る

べ
く
薬
や
病
院
に
頼
ら
ず
、
ど
こ
ま
で
自

分
を
維
持
出
来
る
か
。

六
度
目
の
年
女
で
す
。

「
旅
の
思
い
出

修
善
寺
・
横
浜
・
江
ノ
島
」

「
２
０
２
０
年
私
の
抱
負
と
私
の
願
い
」

渡
邉
き
み
子戦

見
当
た
ら
な
い
。
帥
年
に
も
な
る
だ
ろ
う

か
、
中
学
校
の
修
学
旅
行
で
訪
れ
た
の
は
。

郡
山
発
の
鈍
行
列
車
で
上
野
ま
で
片
道

６
時
間
。
初
め
て
の
東
京
で
あ
っ
た
。
も

う
少
し
前
は
蒸
気
機
関
車
で
Ⅲ
時
間
も
掛

か
っ
た
と
か
。
宿
は
江
ノ
島
、
別
人
も
の

大
部
屋
に
押
し
込
ま
れ
、
お
決
ま
り
の
枕

投
げ
を
し
て
先
生
に
叱
ら
れ
た
懐
か
し
い

想
い
川
が
そ
こ
は
か
と
な
く
蘇
え
っ
て
来

た
。
共
助
会
で
は
秋
に
江
ノ
島
へ
の
旅
行
を

す
る
と
言
う
。
迷
わ
ず
参
加
を
叩
し
込
ん

だ
。

こ
の
ご
ろ
の
共
助
会
旅
行
は
帆
が
早

い
。
今
回
も
朝
６
時
の
出
発
で
あ
る
。
初

日
、
高
速
道
路
を
バ
ス
２
台
が
走
り
に

走
っ
て
よ
う
や
く
着
い
た
の
は
、
歩
行
者

専
用
の
吊
り
橋
「
三
島
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー (参加者のみなさん2号車）
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ク
」
。
お
昼
近
く
の
到
着
で
あ
っ
た
が
、

日
本
一
と
言
う
だ
け
あ
っ
て
全
長
４
０
０

メ
ー
ト
ル
も
あ
る
。
観
光
の
目
玉
と
あ
っ

て
、
長
い
。

駿
河
湾
は
見
え
た
が
富
士
山
は
雲
の

中
。
か
な
り
が
っ
か
り
で
あ
る
。
程
な
く

し
て
昼
食
、
釜
め
し
ご
膳
、
う
ど
ん
天
ぷ

ら
付
き
と
中
々
豪
勢
で
あ
る
。
み
な
さ
ん

記
念
に
釜
を
持
ち
帰
っ
た
様
子
。

初
日
の
最
後
は
修
善
寺
、
竹
林
の
小
道

を
進
み
お
寺
へ
参
拝
。
こ
の
竹
林
は
趣
き

が
あ
っ
て
い
い
。
京
都
の
竹
林
を
初
佛
と

さ
せ
る
よ
う
で
あ
る
。
今
川
の
旅
行
の
そ

の
後
、
伊
豆
や
千
葉
を
襲
っ
た
台
風
で
大

災
害
が
報
道
さ
れ
て
い
た
が
、
あ
の
竹
林

は
ど
う
な
っ
た
の
か
気
に
な
る
所
で
あ

ブ
（
〕
○

(修善寺への竹林）

今
夜
の
宿
は
伊
東
温
泉
ラ
ヴ
ィ
エ
川

良
、
修
学
旅
行
と
は
大
違
い
で
あ
る
。
大

き
な
ホ
テ
ル
で
ス
タ
ヅ
フ
も
外
人
さ
ん
が

か
な
り
い
た
が
、
シ
ル
バ
ー
仲
間
と
の
交

流
宴
会
。
そ
れ
は
楽
し
く
愉
快
で
あ
る
。

お
決
ま
り
の
カ
ラ
オ
ケ
も
あ
れ
ば
踊
り
も

あ
る
。
楽
し
い
夜
が
遅
く
ま
で
続
い
た
。

次
の
Ｈ
も
早
い
。
朝
飯
を
食
べ
る
な
り
、

八
時
に
バ
ス
２
台
は
ホ
テ
ル
か
ら
の
出
発

時
間
を
ず
ら
し
な
が
ら
小
さ
な
干
物
屋
で

お
土
産
の
お
買
い
物
。
試
食
が
焼
き
立
て

で
う
ま
い
、
そ
れ
も
磯
富
に
あ
る
、
食
べ

放
胆
・
朝
食
後
に
も
係
わ
ら
ず
食
が
進
む
。

府
員
さ
ん
は
と
見
る
と
、
て
ん
て
こ
舞

い
で
う
れ
し
涙
が
止
ま
ら
な
い
よ
う
で
あ

る
。

み
な
さ
ん
の
買
い
物
は
凄
い
。
買
い
物

が
済
み
店
員
さ
ん
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
、

~~。
『『

霧I跡f

・ﾉ~丘鈩
Ⅱ

〆

(参加者のみなさん－1号車）

バ
ス
は
東
に
向
か
い
、
熱
海
で
は
寛
一
お

宮
の
像
を
車
窓
に
眺
め
な
が
ら
ガ
イ
ド
さ

ん
の
名
調
子
に
聴
き
こ
む
。
プ
ロ
で
あ
る
、

話
が
う
ま
い
。
暫
ら
く
走
っ
て
よ
う
や
く

想
い
出
の
江
ノ
島
到
着
。

江
ノ
島
は
か
の
有
名
な
フ
ラ
ン
ス
の
枇

界
遺
産
モ
ン
サ
ン
ミ
シ
ェ
ル
に
な
ん
と
な

く
地
形
や
姿
が
似
て
い
る
な
。
烏
に
渡
る

橋
が
あ
り
、
向
こ
う
の
修
道
院
が
こ
ち
ら

は
神
社
で
あ
る
。
ゆ
っ
く
り
と
思
い
出
に

浸
り
、
た
こ
煎
餅
を
頬
推
り
な
が
ら
上
っ

て
行
っ
た
。

見
学
時
間
に
も
う
少
し
時
間
と
余
裕
が

欲
し
か
っ
た
所
で
あ
る
。
皆
さ
ん
な
ん
と

な
く
上
り
、
殆
ん
ど
の
方
は
神
社
か
ら

ユ
ー
タ
ー
ン
し
た
模
様
で
あ
っ
た
。
名
物

の
シ
ラ
ス
ど
ん
ぶ
り
も
お
あ
ず
け
で
あ
る
。

ま
だ
ま
だ
旅
は
続
く
。
お
腹
を
空
か
せ(江ノ島神社参道）

た
次
は
横
浜
中
華
街
へ
・
か
の
有
名
な
重

慶
飯
店
で
の
ラ
ン
チ
で
あ
る
。
ラ
ン
チ
と

思
い
き
や
出
て
き
た
の
は
フ
ル
コ
ー
ス
の

中
華
料
理
。
給
仕
の
お
姉
さ
ん
方
、
料
理

を
出
す
の
が
凄
く
早
い
。
早
く
終
わ
れ
と

ば
か
り
の
勢
い
で
あ
る
。
な
か
な
か
食
べ

き
れ
な
い
の
は
我
が
テ
ー
ブ
ル
だ
け
な
の

か
、
と
思
い
、
川
り
を
兄
渡
せ
ば
ど
こ
も

殆
ん
ど
食
べ
切
れ
な
く
て
残
し
て
い
た
。

戦
前
・
戦
中
・
戦
後
の
我
々
と
し
て
は
勿

体
無
い
限
り
で
あ
る
が
、
飽
食
の
時
代
、

そ
こ
は
し
ょ
う
が
な
い
か
。

旅
の
最
後
は
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

に
も
な
っ
た
安
藤
百
福
の
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド

ル
ミ
ュ
ー
》
ン
ア
ム
見
学
で
あ
る
。
知
円

払
っ
て
マ
イ
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
を
作
っ
て

見
た
。
面
白
い
お
土
産
が
出
来
た
も
の
で

あ
る
。伊
豆
・
江
ノ
島
へ
の
旅
は
想
い
出
を

ぎ
ゅ
－
と
一
杯
詰
め
込
ん
で
帰
り
の
バ
ス

に
乗
り
込
ん
だ
。
沢
山
欲
張
り
な
２
日
間

の
旅
で
あ
っ
た
。
（
会
員
金
澤
賢
二

あ
ま
り
働
く
機
会
の
な
い
我
が
身
と
し

て
は
、
な
ん
と
な
く
こ
そ
ば
ゆ
い
感
じ
が

し
な
い
で
も
な
い
が
、
シ
ル
バ
ー
の
年
に
一

度
の
大
行
事
。
み
ん
な
で
労
を
労
い
、
交

流
し
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
、
と
ば
か
り
に

今
年
も
す
か
さ
ず
申
し
込
ん
で
参
加
し
た
。

「
勤
労
感
謝
の
集
い
に

参

加

し

て

」
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裏
に
は
桧
原
湖
が
見
渡
せ
、
部
屋
は
一

辺
が
ｎ
－
ト
ル
以
上
あ
ろ
う
か
と
言
う
廊

下
が
、
棟
の
中
央
か
ら
両
側
へ
伸
び
て
い

る
。
足
腰
が
弱
い
我
輩
に
は
少
々
き
つ
い

ホ
テ
ル
で
は
あ
る
が
、
会
場
が
毎
年
変
る

と
い
う
事
は
、
新
し
い
温
泉
ホ
テ
ル
が
楽

し
め
て
、
飽
き
ず
に
い
ろ
い
ろ
な
ホ
テ
ル

に
宿
泊
で
き
る
所
が
又
良
い
。

今
年
は
、
な
か
な
か
の
出
し
物
で
あ
る
。

午
後
２
時
か
ら
４
時
半
過
ぎ
ま
で
ぎ
っ
し

り
の
出
し
物
で
あ
る
。

毎
年
会
場
が
変
わ
る
よ
う
で
あ
る
。
今

年
は
裏
磐
梯
の
「
裏
磐
梯
レ
イ
ク
リ
ゾ
ー

ト
」
で
開
催
す
る
と
の
こ
と
。
か
つ
て
福

島
交
通
が
バ
ブ
ル
の
頃
豪
華
ホ
テ
ル
と
し

て
オ
ー
プ
ン
し
、
そ
の
後
星
野
リ
ゾ
ー
ト

に
変
り
、
今
は
又
別
の
ホ
テ
ル
経
営
に

移
っ
た
と
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
大
き
い

豪
華
な
ホ
テ
ル
で
あ
る
。

(裏磐梯レイクリゾ ト）

講
淡
会
「
た
っ
た
一
度
の
人
生
だ
か
ら
」

で
は
、
女
漫
才
師
か
と
見
ま
ど
う
様
な
講

演
者
「
八
巻
ふ
さ
ぐ
」
さ
ん
の
講
演
。
「
ふ

さ
ぐ
Ⅱ
不
作
」
と
は
な
か
な
か
面
白
い
名

前
で
あ
る
。
た
っ
た
一
度
の
人
生
を
な
か

な
か
掴
め
な
い
な
か
話
は
続
く
。
人
か
ら

笑
わ
れ
る
の
は
簡
単
だ
が
、
人
を
笑
わ
せ

る
の
は
難
し
い
。
笑
わ
せ
よ
う
と
一
生
懸

命
な
の
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

講
減
の
簸
後
は
、
「
一
杯
の
か
け
ソ
バ
」
。

ひ
と
背
前
話
巡
に
な
っ
た
あ
れ
で
あ
る
。

「
あ
の
…
か
け
－
そ
ば
ｌ
人
前
な
の
で
す
が

…
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
、
…
え
え
、
え

え
、
ど
う
ぞ
、
ど
う
ぞ
」
の
口
上
に
始
ま
り
、

話
は
成
長
し
た
子
ど
も
の
時
代
ま
で
続
く
。

会
場
に
は
涙
を
拭
う
姿
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
見
ら
れ
た
。
泣
か
せ
る
の
は
上
手
の
様

で
あ
る
。
こ
れ
で
講
演
は
終
了
。

(講演風景）

第
１
部
の
最
後
は
「
菊
地
章
夫
コ
ン

サ
ー
ト
」
、
昔
、
阿
呆
烏
と
い
う
フ
ォ
ー

ク
グ
ル
ー
プ
で
活
動
し
て
い
た
そ
う
で
あ

る
。
か
つ
て
聴
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
が
、

こ
れ
も
な
か
な
か
の
も
の
で
あ
る
。
途
中

ホ
テ
ル
側
か
ら
「
も
う
少
し
、
音
量
を
下

げ
て
静
か
に
し
て
く
れ
」
、
と
云
わ
れ
て

叩
断
し
た
。
こ
れ
に
は
水
を
差
さ
れ
た
様

で
頂
け
な
い
。
ホ
テ
ル
側
も
内
容
を
知
っ

l

Ⅲ
髪
を
お
か
ず
、
続
い
て
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

は
ム
ー
ド
歌
謡
「
ウ
ナ
セ
ラ
デ
ィ
東
京
」
…

や
ら
れ
た
。
ム
ー
デ
ィ
小
林
が
奏
で
る

そ
の
甘
味
な
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
演
奏
に
思

わ
ず
心
が
鶯
づ
か
み
。
数
曲
演
奏
が
続
い

た
後
は
、
夢
音
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
よ
る
歌
と

踊
り
で
あ
る
。
こ
れ
が
又
素
晴
ら
し
い
。

こ
ん
な
に
う
ま
い
歌
い
手
が
こ
の
福
烏
に

い
る
の
か
、
と
言
う
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
伽

り
が
又
い
い
。
優
雅
で
あ
る
。
一

(ムーティー小林のトランペット）

て
い
る
だ
ろ
う
に
、
ひ
ど
い
話
で
あ
る
。

と
も
か
く
コ
ン
サ
ー
ト
は
進
み
最
後
は
代

表
曲
「
物
語
」
で
幕
を
閉
じ
た
。

入
浴
の
後
は
、
い
よ
い
よ
お
待
ち
か
ね

の
宴
会
の
開
始
。
乾
杯
後
ま
も
な
く
演
芸

会
の
始
ま
り
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
る
と
加

組
も
い
る
で
は
な
い
か
。
詩
吟
に
始
ま
り
、

踊
り
、
歌
、
デ
ュ
エ
ッ
ト
と
、
て
ん
こ
鴨
り
。

’ Il

E

１
１

ー

I

当澤雁

咋審一戸

(演芸会風景） (菊地章夫コンサート）

叱

竺

壇

の
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岸
壁
の
母
に
至
っ
て
は
ど
こ
か
ら
か
「
岸

壁
の
母
」
が
風
呂
敷
袋
を
背
負
っ
て
会
場

中
を
歩
き
回
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
こ

れ
に
は
会
場
大
盛
り
上
が
り
。

９
、
心
マ
ー
’
《
▼

＆

◆

さ
ら
に
は
お
面
を
被
ら
な
い
ひ
ょ
っ
と

こ
踊
り
ま
で
あ
り
、
一
層
盛
況
を
極
め
た

よ
う
で
あ
っ
た
。

演
芸
会
の
最
後
は
昨
年
同
様
「
青
い
山

脈
」
を
全
員
で
大
合
唱
。
昔
を
思
い
出
し

た
よ
う
で
あ
る
。

交
流
会
の
最
後
の
お
楽
し
み
は
、
抽
選

会
。
外
れ
な
し
と
い
う
く
じ
に
会
場
は
一

喜
一
憂
。
我
輩
は
３
等
を
ゲ
ッ
ト
、
海
鮮

献
上
セ
ッ
ト
、
こ
ん
な
の
食
べ
た
こ
と
が

な
い
程
の
旨
さ
。
や
っ
た
ぜ
。

飲
む
ほ
ど
に
、
歌
う
ほ
ど
に
、
し
ゃ
べ

る
ほ
ど
に
Ｈ
々
の
不
安
、
苛
立
ち
、
仕
事

の
辛
さ
な
ど
み
ん
な
忘
れ
た
。
深
夜
ま
で

わ
れ
を
忘
れ
て
過
ご
し
、
楽
し
か
っ
た
。

▲

『0
寺■

(演芸会風景）

交
流
会
も
終
わ
り
、
何
度
も
風
呂
に
入

り
、
ま
た
朝
は
豪
華
な
バ
イ
キ
ン
グ
を
こ

れ
で
も
か
、
と
ば
か
り
大
い
に
食
し
て
帰

路
に
つ
い
た
。

（

会

員

熊

倉

三

千

雄

）

「
蕎
麦
食
べ
よ
う
会
」

「
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
同
好
会
」

「
写
真
同
好
会
」

「
音
楽
｛
元
気
塾
ご

「
シ
ル
バ
ー
音
楽
同
好
会
」

「
詩
吟
ク
ラ
ブ
」

☆
同
好
会
の
ご
案
内
☆

共
助
会
だ
よ
り

(交流会のおひらき）

「
実
務
筆
耕
同
好
会
」

「
舞
踊
同
好
会
」

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」

※
同
好
会
で
は
常
時
会
員
を
募
集
し
て
お

り

ま

す

。

見
学
・
体
験
も
出
来
ま
す
の
で
、
興
味

が
あ
る
、
又
は
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
務
川
（
９
３
３
１
０
０
０
１
）

ま
で
お
申
し
川
く
だ
さ
い
。

会
負
が
未
納
の
方
は
至
急
納
入
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

年
会
費
額
２
５
０
０
１

２
０
１
９
年
度

正
会
員
会
費
納
入
の
お
願
い

① ● 白 ■

業業業業 ◆
新
職
員
の
紹
介

舅
務務務務

：
柳

沼

友

江

添

田

香

織

大
久
保
芽
衣

橋

本

恵

子

編
※
表
紙
山
「
子
（
干
支
）
」

写

真

「

初

日

の

出

」

本
年
度
も
年
頭
に
当
た
り
、
親
し
く

会
員
の
皆
様
方
に
理
事
長
は
勿
論
の
こ

と
、
郡
山
市
長
様
始
め
郡
山
市
議
会
議

長
様
に
ご
挨
拶
を
戴
き
ま
し
た
。

ま
た
、
旧
年
中
に
行
な
わ
れ
ま
し
た

諸
行
事
、
理
事
会
、
委
員
会
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
普
及
啓
発
、
さ
ら
に
は

共
助
会
活
動
ま
で
、
出
来
る
限
り
掲
載

し
ま
し
た
。

昨
年
は
台
風
旧
号
に
よ
り
、
多
く
の

会
員
は
も
と
よ
り
発
注
者
の
皆
様
方
が

甚
大
な
る
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
心
よ
り
の
お
見
舞
い
と
早
く

の
復
旧
を
お
祈
り
す
る
ば
か
り
で
ご
ざ

い
ま
す
。

今
年
は
創
立
如
周
年
の
記
念
の
年
。

広
報
委
員
会
と
致
し
ま
し
て
も
、
充
実

し
た
記
念
誌
の
発
行
に
向
け
て
張
切
り

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

委
員
会
は
今
後
も
充
実
し
た
、
皆
様

に
待
ち
望
ま
れ
る
よ
う
な
紙
面
づ
く
り

を
目
指
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方

も
ぜ
ひ
多
く
の
声
を
お
寄
せ
下
さ
る
様

お
願
い
致
し
ま
す
。
（
次
号
は
節
目
の

第
１
０
０
号
で
す
。
）

新
年
に
当
た
り
編
集
委
員
一
同
、
皆

様
方
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
健
康
を
心

よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

広

報

委

員

会

編

集

委

員

一

同

隼

後

記
舞ll l
木村

光
子
武
夫

灘蕊

１

、
鰻

１

一


